地震後における消防用設備等の確認について

このたびの令和8年熊本地震により被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。
地震発生後は、建物や消防用設備等の損傷、停電等の影響により、消防用設備等が正常に作動しない場合があります。
各事業所におかれましては、火災発生時に消防用設備等が確実に機能するよう、以下の事項について確認をお願いします。

1　消防用設備等の確認について
（1）消火器、屋内消火栓設備、スプリンクラー設備等
変形、破損、漏水その他の異常がないか確認してください

（2）自動火災報知設備、非常警報設備、誘導灯等
表示、警報、点灯状況等に異常がないか確認してください

（3）非常電源、自家発電設備等
地震や停電の影響による異常がないか確認してください

（4）防火戸、排煙設備等
損傷や作動上の支障がないか確認してください

2　異常・不具合が認められた場合について
消防用設備等に異常や不具合が認められた場合は、速やかに消防用設備等の専門業者に点検・改修をお願いします。
また、点検・改修が完了するまでの間、消防用設備等の機能が確保できない場合には、設備の状況や建物の用途・規模等に応じ、必要な防火・避難対策を講じてください。
具体的には、次のような対策が考えられます。
· 防火管理者・従業員による監視・巡回体制の強化
· 火気使用の制限又は一時停止
· 火災発生時の通報、初期消火及び避難誘導体制の再確認・強化
· 避難経路、階段、避難口等の確保
· その他、建物の状況に応じた必要な防火・避難対策
なお、これらの措置は、消防用設備等の機能を代替するものではありません。
消防用設備等に重大な不具合がある場合や、防火・避難上の支障がある場合には、消防用設備等の専門業者等に相談の上、早期の復旧・改修を行ってください。

地震後の火災発生に備え、今一度、事業所内の消防用設備等の状態を確認し、安全確保に努めていただきますようお願いします。
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